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第 1問
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(2) △OABの重心を表す複素数を γ とすると，
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γn は γ に対し
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となる。

(3) (2)とド・モアブルの定理より，
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線分 AG100 に対して，外分点を算出する公式を適用すると，外分点を表す複素数は，
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となる。

(4) △OAB は，

|OA| = |α| = 1, |OB| = |β| = 1, ∠AOB =
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より正三角形であるため，これを回転した△OA100B100 も正三角形である。したがって，外接円の中心は△OA100B100
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第 2問

ゲーム 1をはじめて，さいころを投げる操作ちょうど n回で「ゲーム 1の勝者」が決まり，さらにゲーム 2をはじめて，

さいころを投げる操作ちょうどm回で「ゲーム 2の勝者」が決まる確率を p(n,m)とおく。

(1) n+m = 5の場合を考えることになるので，(n,m)として (1, 4), (2, 3), (3, 2), (4, 1)の 4通りを考えれば良い。
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より，求める確率は，
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となる。

(2) n+m = 10の場合を考えるが，そのうち「ゲーム 2の勝者」がCである場合のみを考えると，(n,m)は (2, 8), (4, 6), (5, 5)

の 3通りに限られる。これらの「ゲーム 1の勝者」はそれぞれB, D, Aであるので，p(2, 8) = PB, p(4, 6) = PD, p(5, 5) =

PA と書いておく。これらは，
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となる。求める確率はこれらの和であり，
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(3) (2)と条件付き確率の定義より，さいころを投げる操作ちょうど 10回で「ゲーム 2の勝者」が Cに決まったとき，Aが

「ゲーム 1の勝者」となる条件付き確率は，

PA

PA + PB + PD
=

64
35·27
139
35·27

= 64
139

である。



第 3問

(1) 三角関数および合成関数の微分法を用いると，
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(4) (2), (3)の結果より，
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